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薄明視における高演色LEDの比較
Comparing High-CRI LEDs in Mesopic Vision
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1 まえがき
高演色 LEDの開発では，太陽光のスペクトルを再現

することが目標のひとつとされる．筆者らは最近，様々
な環境下での高演色 LEDの性能評価に取り組んでいる
[1]．本稿では，薄明視における高演色 LEDの性能評価
法を提案し，2種類の高演色 LEDの比較実験例を示す．

2 提案法
薄明視における色の見えモデルには，Shinら [2]のモ

デルを用いる．物体表面の分光反射率と照明の分光放射
照度が与えられるとする．このとき，照明の照度を指定
すれば，Shinらのモデル [2]に従って，物体表面の色の
XYZ三刺激値が計算できる．後はXYZ値をRGB値に
変換すれば色を表示できるが，文献 [2]に記載されてい
る変換式では良好な結果が得られなかったため，本研究
では，文献 [3]に記載の変換式を用いた．
照明に CIE標準光源 D65（D65光源）を用いたとき

の色を基準色として，他の照明を用いたときの色との色
差を評価する．色差式には CIEDE2000 [4]を用いる．

3 実験例
高演色 LEDの例として，一般的な白色 LEDと，東芝

マテリアル株式会社製の白色 LED『TRI-R』を比較し
た．図 1に各照明の分光放射照度を示す．縦軸は放射照
度の相対値であり，横軸は光の波長である．青，緑，赤
の線はそれぞれ，D65光源，一般的な白色 LED，TIR-R
の値を表す（各光源の色温度は 6504K，4000K，4000K，
平均演色評価数は 100，90，97）．一般的な白色 LED

（緑）では 450 nm付近に大きなピークがあるのが特徴
であるが，TRI-R（赤）ではそれが抑えられている．
対象物として Macbeth ColorChecker（MCC）の 24

色を用い，各照明下の薄明視における色の見えを再現
した．D65 光源下での色を基準として，その他の照明
下での色との色差を評価した．MCCの 24色について，
CIEDE2000の値を平均した結果を図 2に示す．縦軸は
CIEDE2000の平均値であり，横軸は照明の照度である．
緑，青の線はそれぞれ，一般的な白色 LED，TRI-Rの
値を示す．照度 1 lx のとき，一般的な白色 LED（緑）
のほうがわずかに色差が小さいが，その他では TRI-R

（赤）のほうが小さくなった．

4 むすび
薄明視における高演色 LEDの性能評価法として，薄

明視における色の見えモデルとCIEDE2000色差式に基
づく方法を提案した．一般的な白色 LEDとTRI-Rとを

図 1: 分光放射照度

図 2: 2種類の高演色 LEDの比較

比較したところ，6点の照度レベルのうち，5点でTRI-R

がよい性能を示した．照度レベルを増やして，より詳細
な比較実験を行うことが今後の課題である．
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